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研究分野：医歯薬学 
科研費の分科・細目：歯学・歯科医用工学・再生歯学 

キーワード：炭酸アパタイト、スカフォールド、骨再生、化学修飾、機能制御 
 
 
１．研究計画の概要 

高齢化社会を迎え、抜歯を余儀なくされた
人々や、骨粗鬆症・骨欠損に悩む人々にとっ
て硬組織の再建・再生は重要な課題である。
本研究では、歯槽骨の速やかな再建・再生促
進を目指し､従来、腰が弱く収縮し易かった
スポンジ材料の欠点を克服するため、炭酸ア
パタイトを含有した適度な機械的強度を有
する歯槽骨再生スカフォールドを開発する｡
特に、(1)炭酸アパタイト･コラーゲン複合体
への組織再生因子の付与と (2)複合体に代
謝性且つ適度な機械的強度と弾力性を有す
るスカフォールドの開発との 2点に焦点を当
てる｡この過程で、各機能性骨形成因子の化
学修飾の有効性と作用機序を明らかにする
とともに、口腔機能の完全回復を目指す。 
 
２．研究の進捗状況 

本研究では、歯槽骨の速やかな再建・再生
促進を目指し､従来腰が弱く収縮し易かった
スポンジ材料の欠点を克服するため、炭酸ア
パタイトを含有した適度な機械的強度を有
する歯槽骨再生スカフォールドを開発する｡
特に、(1)炭酸アパタイト･コラーゲン複合体
への組織再生因子の付与と (2)複合体に代
謝性且つ適度な機械的強度と弾力性を有す
るスカフォールドの開発との2点に焦点を当
てる｡この過程で、各機能性骨形成因子の化
学修飾の有効性と作用機序を明らかにする
とともに、口腔機能の完全回復を目指す。去
年度までは、BMPを修飾することにより大き
な骨再生促進効果が得られ、特に歯槽骨の再
建・再生への応用の可能性が示唆された。 

本年度は、無機フィラーとして骨アパタイ

トに類似した結晶性と組成を有する炭酸ア
パタイトを合成したものを用い、得られた粉
末結晶試料を、0.5wt%コラーゲン溶液と混合
し、スポンジスカフォールドとフレームのハ
イブリッド試料を作成した。試作した炭酸ア
パタイト・コラーゲンスカフォールドは、
0.1-0.3mm程度の貫通孔を有し、細胞の遊走
には適当なサイズと思われた。マウス
MC3T3-E1骨芽細胞様細胞を用い細胞培養実
験を行なったところ、フレーム強化したハイ
ブリッド試料では、スポンジの収縮は抑制さ
れ、細胞の内部への侵入も良好であった。ま
た、血管新生因子SVVYGLRとともにラット頸
骨に埋入した際には、生体親和性は良好で、
埋入1週目において早くも血管の新生が認め
られた。 

本研究で試作した炭酸アパタイト・コラー
ゲンスカフォールドは、血管新生因子
SVVYGLR の修飾により、迅速な骨再生が期待
でき、硬組織再生用生体材料として有望であ
ることが明らかとなった。 
 
３．現在までの達成度 
 
②おおむね順調に進展している 
 当初の計画に則ってほぼ順調に研究は進
んでおり、研究結果も期待した成果が得られ
つつある。特に、骨増殖因子 BMP および血
管新生因子SVVYGLRの化学修飾に成功したの
は大きい。 
 
４．今後の研究の推進方策 
 最終年度では、目下進行中の骨形成能に及
ぼす炭酸含有量の影響についてさらに実験
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を進め、スカフォールドの機能制御を確立し
たい。 
 
５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
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